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『才能・訓練 ・ 権力』 より

     狩野派は15世紀に起こり、歴代当主の政治的手腕、一門の絵師たちの溢れる才能、そして

堅固な組織力によって興隆した。家父長制的な組織体系で、代々、狩野家の男性が一門を率い

た。17世紀後半になると、そうした血縁に基づく組織体制を基盤に、狩野派の諸師に学んだ門

弟たちが複数の系統を築き、確固たる絵画流派となった。狩野派に学んだ絵師は非常に多く、

将軍お抱えの御用絵師、諸藩に仕える絵師、そして職業画家として独自に活動した下級の町絵

師まで、社会的地位も多様であった。これほど大規模かつ複雑な組織内で、一貫した狩野派様

式を徹底するには、厳格な教育体系が不可欠であり、指導法が非常に重視された。そうした狩

野派の工房組織は、権力者とのつながり、数多くの後援者の存在、優れた組織運営、さらに日本

美術全体への大きな影響力を背景に、いわば美術学校の役割を果たし、江戸時代末に至るま

で非常に多くの画家を輩出した。
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